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お 城 の 見 え る 診 療 所 ホームページは
こちらから！

　近年は、オーラルフレイル（噛んだり、飲み込んだり、話したりするため
の口腔機能が衰えること）の予防や口腔ケアなどでも歯科衛生士の役
割は、ますます重要になっています。また、当診療所では訪問診療にも力
をいれており、歯科医師とともに100人以上の患者さんのもと（ご自宅や
介護施設）に出かけています。必要なときは歯科衛生士が訪問して口腔
ケアを行います。医科や介護との連携についても、診療所とケアセンター
が併設されているので安心です。オーラルフレイルや訪問診療について
は歯科衛生士にご相談ください。

　年度目標の達成にむけて、厳しい状況にあります。この機会に出資金の増額にご協力をお願いします。
期間中２千円以上出資の方に粗品をご用意しております。

歯科衛生士は

オーラルケアの
強い味方

年末増資にご協力をお願いします

　歯科衛生士は、歯科医師の指示のもと、患者さん
の歯や口腔の健康を支える国家資格の専門職です。
歯科医師の診療を補助するだけでなく、患者さんが口
腔と全身の健康を手に入れるための支援者として、重
要な役割を担っています。今回は当診療所の歯科衛
生士の仕事内容を紹介します。

　医科とは違い歯科で
はむし歯（う蝕）や歯周
病などはオーラルケア
により予防することが
可能です。ただ、歯みが
きなどのセルフケアのみ
では「みがき残し」もあ
り、セルフケアのチェッ
クや定期的な歯石の除
去、フッ素塗布などは
歯科衛生士の出番で
す。

歯科予防処置
歯や歯肉の状態の確認や、器
具を使って歯石を取ったり、
むし歯予防のために歯に薬を
塗ったりします。

歯科保健指導
保育園や介護施設などで歯
みがきの仕方や口腔ケアの指
導を行います。在宅ケアの現
場にも伺います。

歯科診療補助
歯科医のパートナーとして、
患者様のお口の中を触ること
が出来る歯科衛生士が診療
のサポートをします。

歯科衛生士の３つの仕事

新しい検査機器を導入しました！

現在５
名の歯科衛生士が活躍しています！

口腔内細菌カウンタ
●口腔内の衛生状態が数字で分かり、
　簡単にチェックできます。
●コンパクトサイズで訪問歯科にも
　使えます。

390円（3割負担）　130円（1割負担）
検査料

歯科衛生士　三浦 麻衣



■行田協立診療所
内科・歯科・在宅医療　☎048-556-4581
通所リハビリテーションたびくら　☎048-501-8740

（ケアプラン・訪問介護・訪問看護（24ｈ）・小規模多機能ホーム他）
☎048-556-4612

■ケアセンターさきたま

■行田市地域包括支援センターほんまる

〒361-0052 
埼玉県行田市本丸18-3

●受付時間は、診療終了時間の30分前までとなります
●歯科は完全予約制となりますので急患の場合はご連絡ください

予約外でお越しいただく患者さまへ

急性期症状のある方
の受診について

土

休診日/日曜・祝祭日、第2土曜日（内科・歯科）、第４土曜日（歯科）
ご予約は☎048-556-4581（代）へ

診療のご案内
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発熱、頭痛、咳、呼吸困難、などの症状がある方は、直接来院せずに、
あらかじめ行田協立診療所へ電話を入れていただくようお願いします。 2024年12月号（No.33）　デザイン：株式会社コア
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※いずれも要予約 ※予約不要

行田協立診療所とケアセンターさきたまでは、生活にお困りの方へ以下の支援を行っています

フードパントリー
(食品の無料配布)

毎月第3土曜日13時～14時

リユース市
（学校･生活用品の無償譲渡）

不定期開催

無料低額診療事業
(医療費相談窓口)
毎週木曜日午前中

オシノ食堂
(持ち帰り弁当)
毎月第3火曜日17時

当診療所にお越しになる際は引き続きマスクの着用をお願いします

ホームページアドレス変更のお知らせ　https://gyouda-kyoritsu-clinic.jp

ケアセンターさきたま

　病院で抗がん剤治療が困難になると、「もう治療
で出来ることはないので、緩和ケア病棟へ移ってく
ださい。」と言われることがあります。治療しないなら
病院に居ても仕方ないので、在宅での緩和ケアを
選ぶ患者さんも増えてきました。そんなときに患者
さんの支えとなるのが訪問看護です。私たち訪問看
護ステーションさきたまでは、緩和ケア認定看護師
の河内を中心にスタッフ18名が試行錯誤しながら
日々研鑽に励んでいます。
　先日、地域のケアマネさん向けの緩和ケアの講
義で「家族はモビール（頭上で揺れる赤ちゃんの玩
具）のよう。家族の1人に何か起こると、家族全体が
大きく揺れる。ただ、家族には家族力があり、その事
象に対して協力して対処しようとすることで次第に
モビールの揺れが収まるように落ち着いていく」と
河内看護師が話していました。
　訪問看護は、患者様のお宅に伺い、当たり前の

日常のなかに入る仕事です。モビールが大きく揺れ
ているときこそ、少しでも揺れが収まるように援助す
る必要があります。私は、訪問看護とはモビールの
支柱のような存在ではないかと考えています。どん
な状況でも皆さまに寄り添い、それぞれの思いを肯
定し、支えていくような存在だと思います。皆さまの
不安や心配を一緒に考え、住み慣れた家で当たり
前の日常を過ごす事が出来て良かったと思えるよ
う、一緒に在宅生活を支えて行きます。なかには仕
事を持った介護者や老老介護の方もいます。
　 1人で悩まず、
困ったときは訪問
看護師に声をかけ
て下さい。

　診療所初代所長の故肥田舜太郎医師が同団体の被爆者
中央相談所理事長として長年に渡り被爆者医療に携わり、
被爆医師として被爆の非人間的実情を訴え続けました。

日本被団協
ノーベル平和賞受賞

ケアセンターさきたま
訪問看護ステーション
管理者　矢澤　幸

ケアマネ連絡会での講義

訪問看護の役割とは緩和ケアでの


